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果」について講義を受けた。インタ ーンシップ中は、 麻酔導入後の挿管、 心電図 ・ 導

尿カテ＿テルの設置、 動静脈留置の設置、 術中麻酔管理、 助手として術野の確保 ・ 縫

合補助を実際に行った。 また、 エコ ー・ レントゲンの研修にも参加した。

•今後のキャリアパスを考える上でどのようにプラスになったか。

今回のインタ ーンシップで目的の一つである「獣医療技術の向上を目的とした病理検

体の使用の検討」について関係者と議論を行った。基本的な切開および縫合の練習は

もちろんのこと、 一部外科手術（特に呼吸器系）については病理検体を使用した練習

は貴重な経験となり えると考えられた。また、 エコ ーやレントゲン、 局所麻酔（関節

麻酔、神経ブロック）については、 やり直しがきくこと、 注射部位の確認が行える病

理検体を用いた練習は効果的であると考えられた。自身の獣医療技術の向上に関して

は、今回のインタ ーンシップを通してある程度の向上は認めることができたと考えら

れるものの十分ではないことは明らかであるので、これからも習熟の機会を逃すこと

なく努力する必要がある。いくつかのテー マについては現状説明を受け、 インタ ーン

シップで診療に参加する中で産業動物獣医療のニ ー ズや問題点が感じ取れた部分も

あった。

・ 後輩へのアドバイス

先方との事前準備の期間が必要なのはもちろんだが、出発の2か月前までにWISEオ

フィスの提出物を用意することの方がハ ー ドルに感じた。また、直接インタ ーンシッ

プに行った先輩 ・ 同期に聞くことによってしか得ることのできない情報もあるので、

ぜひ情報収集を行ってから、 準備を行うことをお勧めする。
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